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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｃ

１：
55％
未満

Ｄ

4

　保護者アンケート「学校
は、地域やＰＴＯと連携し
て子供を育てている。」の
A評価の割合
　
　　昨年度Ａ評価　６４．
８

　　今年度Ａ評価　６８．
８％
　　　　　（ＡＢ評価　９
８．９％）
　
　年間を通して、ＰＴＯと
情報を共有し、意見を出し
合い、連携して取り組んで
きたことが保護者に評価さ
れたと考えられる。今後も
引き続き、連絡を欠かすこ
となく、連携して取り組ん

Ａ 5

・学校で学習した成果を出す場が家庭と地域
かと思う。大いに地域に声をかけてほしい。
・地域教育連絡協議会を通して現在でも母校
の状況を知ることができて、ありがたい。
・大切なことは連絡してくれる、相談してく
れることがPTO役員として嬉しい。
・1年を通して様々な打合せをPTOと管理職で
行うことができた。このつながりは学校だけ
でなく地域コミュニティにプラスの影響をも
たらしていると感じる。
・地域とPTO,学校と連携してこれからもいろ
いろな行事を企画して子どもたちが参加でき
るようにしていく。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

３：
65％
未満

B

プ
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学

校

・
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と
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て

と
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に

進

め

る

教

育

学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す
る。

　保護者アンケー
ト「学校は、地域
やＰＴＯと連携し
て子供を育ててい
る。」のA評価の割
合
　　昨年度６４．
８

４：
65％
以上

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

２：
60％
未満

Ｃ

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

１：
80％
未満

Ｄ

4

　学校公開保護者アンケー
トの肯定的な回答（AB評
価）の割合

　　昨年度本校　９６．
８％

　　今年度本校　９６．
２％

　昨年度同様、高い結果を
得ることができた。今後も
毎時間の学習が、児童主体
の学習となり、児童に学力
がしっかりと定着していけ
るよう、教員が授業力向上
に向けてしっかりと取り組
めるよう、研修の充実等に
取り組んでいく。

Ａ 5

・多摩川河川敷を活用し、多くの野外活動を
教育環境として取り入れてほしい。
・心技体のバランスが大切である。野外活動
は学習結果通りにはならないことが多い。そ
れが子供たちの工夫につながると思う。
・タブレット等も活用しながら子供たちが集
中できるようにいつも工夫していると感じ
る。
・良質な教育環境をつくるには保護者の協力
による家庭環境も大切である。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。 ３：

90％
未満

Ｂ

プ

ラ

ン

５

　

魅
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教
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環

境

づ

く

り

児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

　学校公開保護者
アンケートの肯定
的な回答（AB評
価）の割合
　　昨年度　９
６．８％

４：
90％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

２：
85％
未満

Ｃ

１：
85％
未満

Ｄ

4

　　　６年生体力合計点

　 　　       区の目標値
　 男子６０．６２　女子６
１．６８

　          今年度本校
　男子　６４．０　 女子
６３．１

　今年度、大きな向上が見
られたのは、授業や体育的
活動の取組もあるが、昨年
度から、児童の体力テスト
への関心・意欲を高める活
動（種目別目標値の設定と
表彰）を導入し、それによ
り児童が意欲的に体力テス
トに向かうようになったこ

Ａ 5

・駅伝大会での優勝は学校における体力向上
の取り組みの集大成と言える。
・日ごろから体力マスターや朝マラソン、中
休みの河川敷利用や時間延長など本当にいろ
いろな施策を実行していただき、素晴らしい
学校活動であると思う。
・今後も地の利を活かし、「みんなで取り組
める」「運動が苦手な子向け」「運動が得意
な子向け」などレベルに合わせたメニューを
増やしていほしい。
・体力向上は何によって達成されたのか分析
して、更に工夫していけばもっと向上すると
思う。
・学校の日々の小さな取り組みが形になって
あらわれている。
・今後も多摩川のグランド當を利用して体力
向上に努めてほしい。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

３：
目標
値未
満

B

プ

ラ

ン

４

　

体

力

の

向

上

と

健

康

の

増

進

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

６年生体力合計点

区の目標値
男子６０．６２
女子６１．６８

昨年度
男子６０．５
女子６２．９

４：
目標
値以
上

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

２：
90％
未満

２：
75％
未満

Ｃ

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

１：
70%
未満

Ｄ

日常的に、児童のよいとことを見付け
てほめる指導を心掛けている。

4

　６年生校内アンケート
「自分にはよいところがあ
る」と答えた児童の割合

　　区の目標値　　８４％

　　今年度本校　　８４．
１％

　今年度、昨年度より大き
く伸ばすことができた。ま
ずは、対象であった６年担
任の児童へのかかわり方に
よる成果であったことは確
かである。また、学校全体
でも７４．５％から８４．
１％と、大きく向上してい
ることから、全校での「ほ
める活動」とともに、教員
全体に、ほめて伸ばす意識
が広まってきたことがあ
る。今後もほめて伸ばすこ
とに取り組んでいく。

Ａ 5

・区の目標を超えていることは立派である。
・子供たちの生活環境の変化により、豊かな
心の捉え方は変化してくる。誉めて育ててい
くくことは大事だと考える。
・民間企業においても「誉める」ことの重要
性は本当に増してきている。仕事ができなく
て悩んでいても「お疲れ様」「よくやったね
「次から頑張ろう」と言われれば、「この人
たちと働いておｙかった」と思うのは大人も
子どもも同じだと考える。このサイクルを子
どもたちに広げる意味でも教員同士でこうし
た活動を推進してほしい。（以前の職場で
は、「人間フォークリフト」と呼んで小さな
ことでも大げさに誉める活動を実施してき
た。
・引き続き教員の工夫と努力にかかってくる
と思う。
・小学生期こそ自分の努力や頑張りを「誉め
られる」機会を得られることが今後の成長に
大きくかかわると思う。
・親が忙しい昨今、教員が「誉めるか都度」
をしてくださることはうれしい。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

３：
80%
未満

Ｂ

プ

ラ

ン

３

　

豊

か

な

心

の

育

成

子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

　６年生校内アン
ケート「自分には
よいところがあ
る」と答えた児童
の割合
　区の目標値
　　８４％
　昨年度７２．０%

４：
80％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

Ｃ

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

１：
60％
未満

Ｄ

４：
70％
以上

2

　６年生算数の学習効果測
定期待正答率を越えた児童
の割合

　区の目標値　　７０％

　今年度本校　６４．８％

　６年生だけでなく、本校
の特徴として、全学年で学
力の２極化が見られる。下
の層への実効的な対策とし
て、基礎的事項の確実な定
着が求められる。毎時間の
授業時間の充実はもちろん
だが、それだけでなく、朝
学習や補習の時間を用い
て、基礎・基本の復習に取
り組んでいく。

Ａ 1

・算数検定等、日々いろいろな取り組みをし
ていると聞く。それらの小さな取り組みは来
年再来年以降に結果が出るとものと期待して
いる。
・児童の学習成果は結果とともにそのプロセ
スが大切である。目標値７０％は達成の有無
だけでなく、学習内容を実際にかつようでき
るのかが大切である。今後のPDCAで修正して
けば良い。
・二極化については、家庭環境により差が出
るのは当然である。その差をうめるのが学校
の授業である。
・学習のできる児童はさらにできるようにな
り、苦手意識のある児童にとっては算数学習
へのハードルがどんどん高くなっている。
・全学年で同一の施策を実施するのは大変だ
とうが、明確に１００点を取る児童が少なく
なるのが３・４年生の少数や二けたのかけ
算・割り算の学習ではないだろうか。その学

３：
70％
未満

Ｂ 4

２：
65％
未満

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

　６年生算数の学
習効果測定期待正
答率を越えた児童
の割合
　区の目標値
　　７０％
　昨年度７２．
０％

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

２：
50％
未満

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。 １：

40％
未満

Ｄ

5

・子どもたちの様子を見ていると非常に工夫
された授業をしていただいていると感じる。
自分でプレゼン資料を創作し、それをクラス
で共有して誰でも感想を言い合えるような工
夫がよい。
・キーボードのタイピングは家庭内でも流行
するほどだった。今後もデジタル教科書の推
進を願いたい。
・卒業した子どもも嶺町小学校のIT教育の素
晴らしさを実感している。
・情報処理学習で教員の工夫があり、児童が
試行錯誤する場面の繰り返しにより児童の李
からが伸びたと考える。
・授業でタブレット等をよく活用していると
思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

３：
55％
未満

Ｂ学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

　６年生校内アン
ケート「コン
ピュータやイン
ターネットなどを
活用して情報を収
集し、自分の考え
をまとめたり、発
表したりすること
ができる」と答え
た児童の割合
　区の目標値
　　５０％
　昨年度　５０．
５％

４：
55％
以上

4

　６年生校内アンケート
「コンピュータやインター
ネットなどを活用して情報
を収集し、自分の考えをま
とめたり、発表したりする
ことができる」と答えた児
童の割合

　区の目標値　　５０％

　今年度本校　　９７．
０％

　今まで曖昧であった指標
を明確に示したこと、校内
独自にキーボード入力検定
を実施してきたこと、ま
た、教員の指導力向上に向
け、年間を通して、計画的
に取り組めたことが功を奏
したと考えられる。
　今後も、学年毎に指標を
明確にするなど、年間を通
した実効的な向上策に取り

Ａ

令和５年度　大田区立嶺町小学校　自己評価　報告書

  　○学級数・児童数・教員数　　　２７学級，　児童数８６３名（令和５年５月１日現在），　教員数４１名（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭１３名、教諭２２名、養護教諭２名）．
　　〇今年度の目指す学校像　　「よく学びよく遊ぶ　みんながいきいきしている学校」
　　○校内研究　　　　　　　　　　 ・研究主題　「問い続け、学び続ける児童の育成　　～文学的な文章の読む活動を通して ～」
　　○特色ある教育活動　　　　　・「読み・書き・計算・ＩＣＴ」基礎的な知識・技能の定着　　・多摩川活動等の地域学習　　・国際交流学習　　・縦割り班、児童会等、異年齢交流活動の充実　　・外遊び・運動時間の確保と計画的体
力向上策

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


